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多様化する未来社会

１．第4次産業革命：バーチャルリアルティ（Ｖ
Ｒ）

２．インバウンドとアウトバウンド
３．グリーン・エコノミやグリーン・インフラ

安心・安全な暮らし
４．求められる人間らしさ：健康・豊かさ

社会活動と余暇活動→本物の観光レク
↓

森林文化や農山村文化→里山文化



第四次産業革命 （ＩｏＴ産業革命）



四次産業革命の社会

１．デジタル市場の特徴 ：ＶＲやインバウンド

２．海外における制度的な対応：

３．横断的制度の現状と課題

•①競争政策 ：益々激しくなる情報化

•②多様なデータ利活用と保護

•③情報のシステム化と知的財産



 リゾート施設やキャンプ場の利用人口はピーク時より相当減少するとともに、
施設の老朽化等が課題になっている。

 森林は、原生的な自然環境や里地里山の美しい景観を形成する重要な要素であるとともに、森林浴やアウトドアスポーツなどの保健・
レクリエーションの場としての機能を有しており、そのポテンシャルを農山村地域の活性化に生かしていくことが重要。

 森林レクリエーション関連のコンテンツは時代と共に変遷。

スノーリゾート人口は、ピーク時の４割強まで減少

2014オートキャンプ白書（（一社）日本オートキャンプ協会）より

オートキャンプ参加人口は、ピーク時の約半分まで減少

1970年

1980年

1990年

2000年

2010年

2020年

☆高度経済成長

☆バブル崩壊

☆東京オリンピック・
パラリンピック

山岳登山

スキー

森林セラピー

オートキャンプ

☆「癒し」が流行語に
ソフト面を中心に

コンテンツが多様化

グランピング

グリーンツーリズム

リゾート施設等が充実

本格的な愛好家向け

☆田園回帰の動き

 一方、価値観の多様化に伴ってコンテンツは多様化。
 また、地域に密着した体験型旅行である着地型観光

の市場規模の拡大や、インバウンド需要の増大により、
特に観光分野での森林の活用が期待される。

森林セラピー・森ヨガ

フォレスト
アドベンチャー

コンテンツの例

フォレストアドベンチャー

2015年の訪日外客数は1900万人超まで伸びている

ロングトレイル

森林浴

田舎体験（外国人）

日本政府観光局（JNTO）調べ

森林の空間利用の動向
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http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwiv3ZGj5MzNAhWEjZQKHfqqBukQjRwIBw&url=http://inboundnavi.jp/2015-summary-stats&psig=AFQjCNHTRKYiw0XHTTJZS9kC2akc0xUm-g&ust=1467274139607547


レクリエーション市場の特徴

１．余暇の目的は、「心の安らぎ」「健康・体力の向上」が

上位。 （2012年レジャー白書）
２．最近は「歩く」レジャーが人気に。（2015年レジャー白書）
、３．余暇活性化には

・健康・年齢によらず楽しめるメニュー

・子連れでも楽しめる工夫
・好きなレジャーが楽しめる複合施設と交通アクセス

・情報提供、きっかけ

等の複合対策が必要。 （2013年レジャー白書）

参考：レジャー（余暇活動）全体の傾向



“ハード依存型”の森林総合利用から、 “ソフト重視型”の森林総合利用へ
～「森林サービス産業」の提案～

聴

森林・
農山村

嗅

視

触 味

・ 施設整備を通して、森林空間が生み出す五感の恵みを、
“受動的”に享受する“観光”を基調とした取組が中心

→ 施設利用料も、プログラム料も無料・安価が多い

⇒ 施設の維持管理費が地域への負担となり、施設の改修
やプログラム開発への再投資ができず、老巧化して利
用が低迷する施設が多い

・ 森林空間が生み出す五感の恵みを、新たなニーズに合わせて、多様な
分野・テーマで“説教的に享受できるプログラムの開発を促進

→ 健康・癒し・美容分野や文化・教育・子育て支援分野のサービス産業の
市場に訴求できるような、高付加価値でホスピタリティが高い、新たな
「森林サービス産業」を創出

⇒ 地域に多様なコンテンツを集積して、通過型から滞在型、リピート型へ

・音風景
（鳥のさえずり・
風・渓流等）

・風景の鑑賞
（紅葉・新緑等）

・森林散策
・森林環境教育

・森林浴
（樹木や花
の香り等）

・野外料理
（ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ等）

観光業による森林活用

Ｃ
聴

森林・
農山村

嗅

視

触 味

・音風景
（鳥のさえずり・
風・渓流等）

・野外フェス
・森のｺﾝｻｰﾄ
（文化・芸術的）

・風景の鑑賞
（紅葉・新緑等）

・森のﾌﾗﾜｰｾﾗﾋﾟｰ
（園芸福祉的）

・森のｶﾗｰｾﾗﾋﾟｰ
・カメラ女子

・森林散策
・森林環境教育
・森林セラピー
（ヨガ・樹林気功等）

・森のようちえん

・森林浴
（樹木・花の香り等）

・ｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｰ
（芳香療法的）

・野外料理
（ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ等）

・ｼﾞﾋﾞｴ・きのこ等
（健康食）

・ﾋﾟｸﾆｯｸｶﾌｪ、
女子ｷｬﾝﾌﾟ

これまでの森林総合利用
～施設（ハード）面への依存度が高く、

訴求対象層が限定的な取組が中心～

これからの“高付加価値型”の森林総合利用
～新たな都市部のニーズに合わせた分野・テーマ毎に、高品質で

ホスピタリティの高いプログラムを創出～

健
康
・
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し
・
美
容
関
連
産
業
に
よ
る
森
林
活
用

文
化
・
教
育
関
連
産
業
に
よ
る
森
林
活
用 観光業（インバウンドを含む）による森林活用



森林・農山村の地域資源を活用した、“高付加価値型”の「森林サービス産業」の創出
～消費牽引層の女性等のニーズに合わせたプログラムと、森と人が共生するライフスタイル“Forest Style”の提案～

（イメージ）

女子ｷｬﾝﾌﾟ

森のﾌﾗﾜｰｾﾗﾋﾟｰ

グランピング ｼﾞﾋﾞｴ・ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ

森林セラピー・ヨガ

森のようちえん

カメラ女子

森のアロマＣ
聴

森林サービス
産業（仮称）

嗅

視

触 味

・音風景
（鳥のさえずり・
風・渓流等）

・森のｺﾝｻｰﾄ
（文化・芸術的）

・風景の鑑賞
（紅葉・新緑等）

・森のﾌﾗﾜｰｾﾗﾋﾟｰ
（園芸福祉的）

・カメラ女子
（文化・芸術的）

・森林散策
・森林環境教育
・森林セラピー
（ヨガ・樹林気功等）

・森のようちえん

・森林浴
（樹木・花の香り等）

・ｱﾛﾏﾃﾗﾋﾟｰ
（芳香療法的）

・野外料理
（ﾊﾞｰﾍﾞｷｭｰ等）

・ｼﾞﾋﾞｴ・山菜等
（健康食）

・ﾋﾟｸﾆｯｸｶﾌｪ、
女子ｷｬﾝﾌﾟ

野外フェス森のおんがくかい

森と人が共生する
新たなライフスタイル
“Forest Style”



森カフェ
登山

キャンプ

森林サービス産業

ディキャンプ
女子キャンプ

低山ハイキング
ロングトレイル

山ガール

散策・探勝

ファッション性
の高いウェア・
ギア等の開発
で市場拡大

野外遊具

施設・フィールド
側による施設整
備等により、新
たな市場創出

グランピング
ホテル・
コテージ

森林セラピー

フォレスト・
アドベンチャー

森林内研修

野外フェス
野外芸術祭

森のようちえん
森のﾌﾟﾚｰﾊﾟｰｸ

森のヨガ

カフェ

コンサート
展示会

セミナー

ヨガ
（スタジオ）

都市等で行われ
ていた活動が、
自然志向の高ま
り等を背景に森
林等を舞台にし
た展開が拡がり
新たな市場創出

遊戯施設

既存の森林内での取組 都市施設の取組新たなコンテンツ創出 新たな森林活用提案

既存の観光・交流やアウトドア関連市場からの誘客に加えて、
都市部の多様な施設・事業者と連携して、新たなライフスタイル提案としての誘客の促進

WEB・ＳＮＳ
等での紹介

観光系媒体等からの紹介

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ誌
等での紹介

旅行雑誌
の紹介

旅行業者
からの紹介

運輸業者
の紹介

宿泊施設
からの紹介

ﾒﾃﾞｨｱ等
の紹介

観光協会
からの紹介

観光系ｻｲﾄ
からの紹介

ｳｴｱ・ｷﾞｱ店
での紹介

ﾗｲﾌｽﾀｲﾙ系媒体等の紹介

森と人が共生する
新たなライフスタイル
“Forest Style”



立地条件 自然環境 ロード・空間 施設・器具

文化・歴史 人材・体制 メニュー

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ 受入ｼｽﾃﾑ

ブランド
ブランド形成

広報／システム

ソフト資源

ハード資源

ビジョン・プラン（戦略・戦術）
ビジョン・プラン

（第１ステップ）

（第２ステップ）

（第３ステップ）

（第４ステップ）

（第５ステップ）

施策展開の
ステップ

地域の主体的な取り組み

地域における“観光・交流”等の推進に向けた取組のステップ
～中長期的な視点から、段階的にビジョン・プラン、ハード・ソフト、広報・ブランド構築を取り組むことが重要～

《出典》 平成18年度国土施策創発調査 報告書（林野庁）



【推進体制構築に向けたパートナー（イメージ）】

地域関係組織

自治体

観光協会

観光施設

飲食・
宿泊施設

農林漁業
関係者

交通事業者

観光関係組織

旅行情報
サイト

旅行代理店

旅行雑誌

交通事業者

公的観光
拠点施設

媒体社・
展示会等

プログラム系組織

サポート系組織

森林セラピー・森のヨガ・
森のようちえん・アロマテラピー・

グランピング・野外フェス・
アウトドア関係組織・

グリーンツーリズム関係組織・
エコツーリズム関係組織・

ヘルスツーリズム関係組織etc

専門家・有識者・
コンサルタント・

施設管理運営業者・
観光・交流系団体・
マーケティング事業者

etc

地域における“観光・交流”等の推進体制構築とパートナーの考え方

【多様な旅行形態と送客組織】
（イメージ）

規模
（大）（小）

価格・品質
（高）

（低）

国内個人旅行
欧米系ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ

（旅行情報ｻｲﾄ）
（宿泊施設）

（交通事業者）
（旅行雑誌）

テーマ型プロフラム
（観光関係施設）（プログラム系組織）

（プログラム情報サイト）（旅行・ライフスタイル雑誌）

教育旅行・地域組織旅行
（旅行代理店）（旅行業者）

国内ﾂｱｰ旅行
ｱｼﾞｱ系ｲﾝﾊﾞｳﾝﾄﾞ

（旅行代理店）（旅行情報サイト）
（宿泊施設）（観光施設）

企業研修・社員旅行
（旅行代理店）（旅行業者）
（研修会社）（宿泊施設）

※ 価格・品質・規模等について多様な旅行形態・送客組織があり、
どの顧客層をターゲットにするかによって、価格・品質・規模や
パートナーとなる観光関係組織が変わってくることのイメージを
伝えるものです。
その為、各ジャンルの取組が、上記の区分に必ず当てはまると
いうものではありません。



国土緑化推進機構 機関紙『ぐりーん・もあ（2016年夏号）』抜粋 「森と人とのふれあい新時代～“山の日”を追い風に～」



国土緑化推進機構 機関紙『ぐりーん・もあ（2016年夏号）』抜粋 「森と人とのふれあい新時代～“山の日”を追い風に～」



東京都世田谷区と
群馬県川場村の出会い

昭和54年、東京都世田谷区

で「区民健康村づくり計画」

がスタート。

区民の「第二のふるさと」

を川場村に：安らぎと豊かさ

⇒昭和56年「縁組協定」提携

「縁組＝結婚」「親戚づきあい」

本物の食＝安心・安全

世田谷区：８５万人

川場村：4000人



昭和56年当時
交流人口 年間３万人余り

5年生移動教室 33年継続

平成26年 190万人突破



世田谷区と川場村の交流事業
農大の役割（塾のコーディネイト）

健康村
里山自然学校

茅葺塾
かやづくり
かやふき
かや銀行

森林（やま）づくり塾
体験教室
養成教室
専科教室

子ども森林づくり教室

農業塾
野菜づくり

棚田のオーナー
そばづくり体験など



多様な交流





専科教室





おわりに
森林サービス産業の推進

１．地域文化の利活用：地域特性を活かす

２．目的意識的な森林レクの整備:Forest  Style
アウトバウンドとインバウンド

３．多様な関係組織との連携・協同：サポート体制
の整備→専門家の養成

↓
４．適正な森林整備と森林サービス産業の展開



ご清聴ありがとうございました。
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